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2
月
26
日（
木
）

自
民
党

寺本　義勝議員

以前提案したように、産業道路から国体道路
を二階建てにして空港アクセス道路とし、浜
線バイパスを二階建てにして城南スマート
インターまで接続させる南連絡道路につい
て、検討の俎上にあげてもらえるのか。

令和７年は意見聴取を実施するなど、着実に取
り組みを進めている。ルート帯などについて
は、ご提案のルートも含め、あらゆる可能性を
検討する必要があると考えており、丁寧かつ
着実に検討を進め、早期実現を目指していく。

１０分･２０分構想の進捗と
今後の整備方針は

市電など公共交通に公費を投入するので
あれば、郊外部においても、現在、運行して
いるデマンドタクシー（※1）などの導入促進を
行うとともに、運行範囲の拡大にも積極的
に取り組むべきと考える。市長の所見は。

市電など公共交通の整備とともに、地域の実情を踏まえたコミュニティ
交通の充実も重要であり、ＡＩデマンドタクシーについて、残る空白地域
の解消に向け、市域南部において
さらなるエリア拡大を予定している。

熊
本
自
民

平江　　透議員

熊本市電など公共交通への
公費投入について

代表質問 第１回定例会の代表質問内容は次のとおりです。
スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

一般質問 第１回定例会の主な質問内容は次のとおりです。 スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

落水　清弘議員

①保護者との対話は?②教育ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭの活用は?
③相談機関の適時･適切な紹介は?④教師の事務
作業の簡素化は?

実践的な研修､ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭの経験共有､相談窓口の
一元化や事務効率化などにより対応力向上やこども
と向き合う時間の確保に繋げる。

ｵｰｽﾄﾗﾘｱの16歳未満へのSNS規制法、香川県
のｹﾞｰﾑ依存対策条例、豊明市のｽﾏﾎ2時間
以内条例等から、本市の対応は？

学習者用タブレット端末の夜間インターネット
閲覧制限や、児童生徒自らによるＳＮＳなどの
家庭での利用ルールの策定に取り組む。

子供の不運･不幸な『不登校』をなくすために… 世界で問題になっている、子供のSNSについて自
民
党

質
問
1

答
弁

山本　浩之議員

技能士育成に対する本市の基本方針は熊
本
自
民

質
問
1

答
弁

高瀬千鶴子議員

「すい臓がん」対策の推進を公
明
党

質
問
1

答
弁

西岡　誠也議員

都市政策研究所の在り方の見直しを市
民
連
合

2
月
27
日（
金
）

3
月
2
日（
月
）

今後熊本市における技能士育成政策にどのような展
望と責任を見据えているのか、本市の見解は。

技能士の育成は重要であり、今後も普及啓発活動の
支援や職業訓練施設での技能士育成を通じて、強い
産業基盤の構築を目指す。

質
問
2

答
弁

今後の特別競輪の招致は
今回の「全日本選抜競輪（Ｇ1）」開催に
引き続き、特別競輪を招致する考えが
あるのか、市長の見解を問う。

令和９年度に再度、特別競輪を招致し
たいと考えており、市長自らトップセー
ルスを行い積極的な招致に努める。

５年生存率を２倍に向上させている「尾道方式」への
認識と本市におけるすい臓がん対策についての
考えは。

「尾道方式」については優れた取り組みであると認識
している。今後、周知啓発を行うなど、すい臓がん
を含めたがん対策を強化する。

質
問
2

答
弁

小児のｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種費用の助成を
ワクチン現物支給による経費削減で生まれた
財源を使って小児のインフルエンザ予防接種
助成ができないか。

ワクチンは公衆衛生・健康保持の観点から重
要であり、現物支給を拡充しつつ、費用助成の
導入方法などについて詳細に検討していく。

調査研究が生かされているかの検証と、研究内容実
現のため縦割り行政を横のつながりで進める組織
にすべき。

調査研究は政策立案などに係る有用な基礎資料と
認識。令和8年度より科学的根拠に基づく政策形成
を支える組織「EBPM推進ｾﾝﾀｰ」に再編する。

質
問
2

答
弁

県道田迎木原線（木部線）の冠水被害対策
貯留管整備に関し、水の流れや効果に
ついて外部有識者の意見を聞き、安価
でできるよう検討をと指摘。現状は。

公共施設用地を活用した地下への貯
留施設整備により下流域への負担を
軽減し、河道拡幅や固定堰の改修を進め冠水解消を図る。

○熊本市学校給食費条例の一部改正について
＜改正理由＞
小学校及び特別支援学校の小学部の児童に係る学校給食費を無償化するため、
所要の改正を行うもの
＜改正内容＞
保護者等のうち規則で定める者からは、学校給食費を徴収しないこととする。
＜施行日＞ 令和８年（２０２６年）４月１日

○熊本市長の給料の特例に関する条例の制定について
＜制定理由＞
市長の給料の特例を定めるため、この条例を制定するもの
＜制定内容＞
次のとおり市長の給料月額を減ずる。
(1) 期間 令和８年（２０２６年）４月１日から同年１１月３０日まで
(2) 月額 1,303,000 円 → 1,207,000 円
＜施行日＞ 令和８年（２０２６年）４月１日（同年１１月３０日限りで失効）

○熊本市長等の給与に関する条例の一部改正について
＜改正理由＞
熊本市特別職報酬等審議会の答申に基づき、市長等の給料を改定するため、所要
の改正を行うもの
＜改正内容＞
市長、副市長及び常勤監査委員の給料月額を次のとおり改定する。
(1) 市長　　　　　月額1,207,000 円 → 1,303,000 円 （＋96,000 円）
(2) 副市長　　　　月額  960,000 円 → 1,036,000 円 （＋76,000 円）
(3) 常勤監査委員　月額  700,000 円 →   756,000 円 （＋56,000 円）
＜施行日＞ 令和８年（２０２６年）４月１日

○熊本市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
　条例の一部改正について
＜改正理由＞
熊本市特別職報酬等審議会の答申に基づき、市議会議員の議員報酬を改定する
ため、所要の改正を行うもの

＜改正内容＞
市議会議員の議員報酬の月額を次のとおり改定する。
(1) 議長　　月額831,000 円 → 897,000 円（＋66,000 円）
(2) 副議長　月額757,000 円 → 817,000 円（＋60,000 円）
(3) 議員（議長及び副議長を除く。）
　　　　　　月額686,000 円 → 740,000 円（＋54,000 円）
＜施行日＞ 令和８年（２０２６年）４月１日

○熊本市動植物園条例の一部改正について
＜改正理由＞
熊本市動植物園の年間入園券に係る使用料を定めるため、所要の改正を行うもの
＜改正内容＞
年間入園券に係る使用料 １枚につき２，０００円
※ 有効期間は、購入日から１年間とする。
※ 対象者は、小学生以上の者とする。
＜施行日＞ 令和８年（２０２６年）４月１日

○熊本市動植物園整備運営支援基金条例の制定について
＜制定理由＞
熊本市動植物園の整備及び運営に要する経費の財源に充てるための熊本市
動植物園整備運営支援基金を設置するため、この条例を制定するもの
＜制定内容＞
１　積立額　寄附金及び一般会計歳入歳出予算で定める額
２　管理　金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法による保管等
３　運用益金の処理　一般会計歳入歳出予算に計上し、経費の財源に充当
　（剰余金のある場合は、基金に編入）
４　その他
＜施行日＞ 公布の日

主な議案の概要

○令和7年度熊本市一般会計補正予算
総額142億2,218万円（減額補正予算含む） 
＜主な内容＞
●公共施設長寿命化等基金積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●生活保護遡及支給事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●社会福祉施設等物価高騰対策緊急支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●LPガス価格高騰対策緊急支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●畜産クラスター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●動植物園整備運営支援基金経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●避難所生活環境改善事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

41億円
17億9,052万円
  7億5,980万円
  7億2,800万円
  4億1,565万円
  1億867万円
  1億円

●…総務費　●…衛生費　●…土木費　●…農林水産業費
●…民生費　●…商工費

○令和8年度熊本市一般会計予算
総額4,378億4,000万円
＜主な新規事業の内容＞
●公文書等デジタル化推進経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●地域で子育て応援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●新生児聴覚検査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●グローバルネイチャーポジティブサミット関連経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●災害リスクの高いエリアからの居住誘導促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●認可外保育施設等ＡＥＤ設置支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●半導体関連企業進出に伴う取引拡大支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●小児慢性特定疾病児童等自立支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1億2,000万円
4,700万円
2,600万円
1,000万円
1,000万円

935万円
200万円
165万円

利用者数の低迷や運転士不足の深刻化などによる収益悪化が、
事業者の経営の圧迫を招き、公共交通の維持が困難な状況である
ため、今後は「赤字補填」から脱却し、「利便性を高める未来への投資」
に舵をきる必要がある。

公共交通の再構築に向けて市
民
連
合

上田　芳裕議員

バス市電などの大幅な利用者減少で、路線
バス運行の確保を目的に補助金が交付され
ているが交付額は年々増加している。今後
進められる運輸連合の組織化・設立の検討
の中で、バス事業者の支援の在り方も検討
すべきでは。

新庁舎の床面積は、行政需要の変化
やＤＸの進展による職員の増減を
勘案し算出した。今後、ＤＸなどの
専門家からも意見聴取し、未来の市役所のあるべき姿を見据え
た床面積をお示しできるよう、あらためて精査する。

市役所新庁舎の床面積の再検証を公
明
党

浜田　大介議員

AIやDX、市役所業務改革、自治体防災など
分野横断的な知見を有する専門家も参画
の上で、中長期的視点に立った真に必要な
市役所機能と、それに見合った無駄のない
床面積を改めて検証すべき。

※現時点でのイメージです。

令和8年 第１回定例会の概要 会期36日間2/16～3/23

● 2月17日 予算決算委員会分科会

● 2月24日 本会議
・委員長報告　・質疑、討論、表決

● 2月26日 本会議
・代表質問

● 2月19日 予算決算委員会
・分科会長報告、締めくくり質疑、表決

● 3月12日、13日 予算決算委員会分科会、
　　　　　　　　　部門別常任委員会

● 3月10日、11日 予算決算委員会
・総括質疑（2日間）

市長提出議案　173件・・・
・・・議員提出議案　     ２件

請　　　　願　     0件

原案どおり可決173件、否決0件
原案どおり可決    2件、否決0件

提出議案と議決結果

● 3月18日 予算決算委員会
・分科会長報告、締めくくり質疑、表決
3月18日  議会運営委員会

  予算決算委員会理事会
3月19日  大都市行財政制度に関する特別委員会

● 2月16日 本会議

2月16日　予算決算委員会理事会
・開会　・提案理由説明

2月27日  議会活性化検討会
3月  4日  議会運営委員会
3月  5日　庁舎整備に関する特別委員会
3月  9日　地域公共交通に関する特別委員会

● 2月27日～3月5日 本会議
・一般質問（5日間）

● 3月23日 本会議
・委員長報告　・質疑、討論、表決　・閉会

その他の質問項目
●平成28年熊本地震から10年にあたって　●大規模災害、豪雨災害への
備えと迅速な対応　●有明海の漁場環境再生と熊本市の水産業振興の推進
●都市計画の長期的な基本的方針

その他の質問項目
●令和８年度当初予算　　●主要事業の現状と今後の見通し
●日中関係悪化による本市への影響

その他の質問項目
●庁舎整備　　●特別市制度
●熊本連携中枢都市圏の取り組み ●大規模災害時の対応

その他の質問項目
●市長マニフェスト 
●若者支援

●困難な状況にある子供への支援
●ＤＸ推進


